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より豊かな未来に向け ISO認証を更新
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　聖徳学園は、平成15年11月に
日本の教育機関では初めて品質
管理システムのISO9001および
環境管理システムのISO14001、
両国際規格の認証を同時取得
しました。
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四
月
二
十
三
日（
土
）、
聖
徳

大
学
オ
ー
プ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー

（
Ｓ
Ｏ
Ａ
）の
開
講
式
を
、
聖
徳

大
学
川
並
香
順
記
念
講
堂
に
て

開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
Ｓ
Ｏ
Ａ
会
員
、

地
域
の
方
な
ど
総
勢
千
三
百
名

以
上
に
来
場
い
た
だ
き
、
会
場

は
満
員
と
な
り
ま
し
た
。

　

公
開
講
演
に
は
、

テ
レ
ビ
や
雑
誌
で

も
活
躍
さ
れ
て
い

る
作
曲
家
の
青
島

広
志
先
生
に
登
壇

い
た
だ
き
ま
し
た
。

青
島
先
生
は
二
〇 

一
二
年
に
も
講
演

い
た
だ
い
て
お
り
、

四
年
ぶ
り
の
来
校

と
な
り
ま
し
た
。

「
大
学
に
い
ら
し

て
ね
！
」
と
い
う

タ
イ
ト
ル
通
り
、
聖
徳
大
学
の

Ｐ
Ｒ
も
盛
り
込
み
つ
つ
、
ご
自

身
の
歩
ま
れ
た
軌
跡
や
音
楽
の

楽
し
さ
に
つ
い
て
な
ど
、ユ
ー

モ
ア
あ
ふ
れ
る
語
り
口
に
、
笑

い
あ
り
、
踊
り
あ
り
、
歌
も
あ

り
の
楽
し
い
講
演
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

後
半
の
音
楽
学
部
ミ
ニ
コ
ン

　

聖
徳
大
学
な
ら
び
に
聖
徳
大

学
短
期
大
学
部
は
三
月
十
七
日

（
木
）、
千
葉
県
柏
市
と
、
地
域

社
会
の
発
展
と
人
材
の
育
成
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

相
互
の
包
括
的
な
連
携
に
関
す

る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
同
日
、
柏
市
教
育
委
員
会

と
、
相
互
の
教
育
の
充
実
と
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

本
学
一
号
館
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
ル
ー
ム
で
行
わ
れ
た
締

結
式
に
は
、
秋
山
浩
保
市
長
、

河
原
健
教
育
長
、
本
学
か
ら
川

並
弘
純
学
長
、
増
井
三
夫
副
学

長
等
が
出
席
し
、
本
学
教
職
大

学
院
に
市
の
教
職
員
を
受
け
入

れ
る
な
ど
の
連
携
協
力
を
通
し

て
教
職
員
の
資
質
向
上
を
図
っ

て
い
く
こ
と
で
合
意
し
ま
し
た
。

　

挨
拶
に
立
っ
た
川
並
学
長
は
、

「
地
域
の
教
育
力
向
上
に
貢
献

し
た
い
」と
意
欲
を
示
し
ま
し

た
。
ま
た
、
秋
山
市
長
、
河
原
教

育
長
も
そ
れ
ぞ
れ「
教
員
の
指

導
力
を
上
げ
、
子
ど
も
た
ち

の
知
的
好
奇
心
を
高
め
た
い
」

「
授
業
を
牽
引
で
き
る
リ
ー
ダ
ー

育
成
を
し
て
い
き
た
い
」と
連

携
事
業
へ
の
期
待
を
寄
せ
、
三

者
は
固
い
握
手
を
交
わ
し
ま

し
た
。

サ
ー
ト
は
、
演
奏
学
科

原
佳
大
教
授
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
の
も
と
、

音
楽
総
合
学
科
山
本

ま
り
子
教
授
の
案
内

に
よ
り
、オ
ペ
ラ
に
二
台

ピ
ア
ノ
、パ
イ
プ
オ
ル

ガ
ン
と
バ
ラ
エ
テ
ィ

豊
か
な
演
目
で
、
あ
っ

と
い
う
間
の
一
時
間

と
な
り
ま
し
た
。

　

四
月
中
旬
に
発
生

し
た
熊
本
地
震
を
受

け
、
今
回
は
急
遽
チ
ャ

リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
と

位
置
づ
け
し
、
終
了
後

に
は
出
演
の
教
授
陣
と
と
も
に
、

来
場
い
た
だ
い
た
方
々
へ
義
援

金
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

結
果
、
六
十
七
万
千
八
十
五
円

も
の
募
金
が
集
ま
り
、
五
月
二

日（
月
）、
熊
本
県
東
京
事
務
所

へ
お
届
け
し
ま
し
た
。

　

今
回
も
、
年
度
の
ス
タ
ー
ト

に
ふ
さ
わ
し
い
、
新
し
い
学
び

へ
の
期
待
と
希
望
に
あ
ふ
れ
る

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
と

な
り
ま
し
た
。

調印を交わす川並学長（左）、秋山市長（中央）、河原教育長（右）熊本県東京事務所へ募金持参（長江先生、山本先生）

青島広志先生

　

三
月
八
日（
火
）、
聖
徳
大
学

は
、
公
益
財
団
法
人
日
本
高
等

教
育
評
価
機
構（
Ｊ
Ｉ
Ｈ
Ｅ
Ｅ
）

が
実
施
す
る
平
成
二
十
七
年
度

大
学
機
関
別
認
証
評
価
を
受
け
、

「
同
機
構
が
定
め
る
大
学
評
価

基
準
に
適
合
し
て
い
る
」と
評

価
を
受
け
ま
し
た
。

　

総
評
に
お
い
て
は
、「
建
学
の

精
神
に
基
づ
く
使
命
・
目
的
及

び
大
学
の
教
育
目
的
に
よ
り
、

時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
、
特

色
あ
る『
人
間
教
育
』『
女
性
教

育
』を
行
っ
て
お
り
、
全
学
的

な
教
職
協
働
体
制
に
よ
る
キ
ャ

リ
ア
支
援
の
も
と
、
特
に
、
保

育
所
、
幼
稚
園
、
小
学
校
を
は

じ
め
と
す
る
保
育
士
・
教
員
養

成
の
分
野
で
高
い
就
業
実
績
を

誇
り
、
安
定
し
た
財
務
・
経
営

基
盤
を
背
景
に
、
質
の
高
い
高

等
教
育
機
関
と
し
て
、
地
域
貢

献
に
寄
与
し
て
い
る
」と
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
聖

徳
大
学
は
、
公
益
財
団
法
人
大

学
基
準
協
会
、
独
立
行
政
法
人

大
学
評
価
・
学
位
授
与
機
構（
現

独
立
行
政
法
人
大
学
改
革
支

援
・
学
位
授
与
機
構
）、
公
益
財

団
法
人
日
本
高
等
教
育
評
価
機

構
と
、
文
部
科
学
大
臣
の
認
証

を
受
け
て
い
る
三
つ
の
認
証
評

価
機
関
す
べ
て
に
お
い
て
認
証

評
価
を
受
け
、基
準
に
適
合（
基

準
を
満
た
し
て
い
る
）と
の
評

価
を
得
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

聖
徳
大
学
は
、
全
国
で
初
め
て
、

す
べ
て
の
認
証
評
価
機
関
か
ら

教
育
研
究
の
諸
活
動
が
日
本
の

高
等
教
育
機
関
と
し
て
充
分
な

水
準
に
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

た
大
学
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
聖
徳
大
学
短
期
大
学

部
に
つ
い
て
も
、一
般
財
団
法
人

短
期
大
学
基
準
協
会
の
第
三
者

評
価（
認
証
評
価
）の
第
一
ク
ー

ル
の
初
年
度（
平
成
十
七
年
度
）、

第
二
ク
ー
ル
の
初
年
度（
平
成

二
十
四
年
度
）に
こ
の
第
三
者

評
価
を
受
け
、「
適
格
」と
認
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
本
学
独
自
の
自
主

的
・
自
律
的
な
自
己
点
検
・
評
価

の
仕
組
み
を
発
展
さ
せ
、
大
学

と
し
て
の
教
育
の
質
の
保
証
と

本
学
の
使
命
・
目
的
及
び
教
育

目
標
の
実
現
に
向
け
、
継
続
的

な
自
己
点
検
・
評
価
に
よ
っ
て
、

教
育
研
究
活
動
等
の
一
層
の
充

実
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

全国初の快挙！ 聖徳大学、３つの大学認証評価機関
すべてにおいて「適合」認定へ

柏
市
お
よ
び
柏
市
教
育
委
員
会
と

連
携
協
定
を
締
結

平
成
二
十
八
年
度 

Ｓ
Ｏ
Ａ
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

作
曲
家
・
青
島 

広
志 

先
生
を
招
い
て
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今
年
三
月
よ
り
、
南
房
総
市

に
あ
る
観
光
施
設「
道
楽
園
」に

て
、
聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
総

合
文
化
学
科
の
学
生
が
開
発
し

た
パ
ン
が
売
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

商
品
名
は「
と
き
め
く
南
房
総　

花
の
デ
ニ
ッ
シ
ュ
」。デ
ニ
ッ
シ
ュ

生
地
に
カ
ス
タ
ー
ド
ク
リ
ー
ム

を
焼
き
こ
み
、ミ
ニ
ト
マ
ト
、イ

チ
ゴ
、
夏
み
か
ん
の
三
種
を
そ

れ
ぞ
れ
ケ
ー
キ

の
よ
う
に
飾
り
、

南
房
総
の
温
暖

で
健
康
的
な
イ

メ
ー
ジ
を
表
現

し
た
も
の
で
、

他
の
パ
ン
屋
に

な
い
オ
リ
ジ
ナ

リ
テ
ィ
ー
が
魅

力
で
す
。
学
生

は
ま
ず
、
南
房

総
を
知
る
調
べ

学
習
か
ら
始
め
、

出
来
上
が
る
商

品
の
イ
メ
ー
ジ

は「
き
れ
い
で
か
わ
い
い
」も
の

に
な
る
よ
う
に
工
夫
し
ま
し
た
。

　

総
合
文
化
学
科
の
学
生
は
こ

れ
ま
で
、
地（
知
）の
拠
点
整
備

事
業（
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
）の
一

環
と
し
て
、
地
元
松
戸
の
和
菓

子
店
や
ラ
ー
メ
ン
店
な
ど
と
共

同
で
地
場
の
食
材
を
活
か
し
た

ど
ら
焼
き
、ラ
ー
メ
ン
、
菓
子

な
ど
を
商
品
化
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
千
葉
興
業
銀
行
の
仲

立
ち
の
も
と
、
南
房
総
市
で
観

光
施
設
を
運
営
す
る（
株
）ヤ

マ
ト
と
共
に
昨
年
十
二
月
か
ら

パ
ン
の
開
発
を
始
め
ま
し
た
。

ト
マ
ト
パ
ン
や
メ
ロ
ン
パ
ン
、

フ
ル
ー
ツ
シ
ナ
モ
ン
ロ
ー
ル
な
ど

複
数
の
パ
ン
を
同
社
に
提
案

し
、
今
回
晴
れ
て
店
頭
に
並
ん

だ
の
が
、「
と
き
め
く
南
房
総　

花
の
デ
ニ
ッ
シ
ュ
」
で
し
た
。

パ
ン
は
施
設
内
に
三
月
に
オ
ー

プ
ン
し
た「
カ
メ
リ
ア
ベ
ー
カ

リ
ー
」で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

総
合
文
化
学
科
学
生
考
案
の
パ
ン
発
売

「
と
き
め
く
南
房
総  

花
の
デ
ニ
ッ
シ
ュ
」

保育士採用数

幼稚園教員採用数

公立学校合格者

全国１位

全国１位

96名

10年連続

3年連続9回目

平成27年度

10年連続

3年連続9回目

平成27年度

難関

6 名

10 名

7 名

73 名

18 名

201 名

445 名

262 名

100％

100％

平成27年度実績

平成27年度実績

平成27年度実績

平成27年度実績

平成27年度卒業生実績

平成27年度卒業生実績

平成27年度卒業生実績

平成27年度卒業生実績

平成27年度卒業生実績

平成27年度卒業生実績

中学校・高等学校教員採用試験合格者数

養護教員採用試験合格者数

特別支援学校教員採用試験合格者数

小学校教員採用試験合格者数

公立幼稚園教員合格者数

公立保育士合格者数

保育士就職者数

幼稚園教員就職者数

保育科教育系就職率

児童学科教育系就職率

　

平
成
二
十
八
年
度
聖
徳
大
学

大
学
院
・
聖
徳
大
学
・
聖
徳
大
学

短
期
大
学
部
入
学
式
が
四
月
一

日（
金
）、本
学
体
育
館
に
お
い
て

挙
行
さ
れ
、
大
学
院
五
十
九
名
、

大
学
千
三
十
七
名
、短
大
三
百 

六
十
九
名
、計
千
四
百
六
十
五
名

の
新
入
生
が
、
満
開
の
桜
の
も

と
で
新
生
活
へ
の
第
一
歩
を
踏

み
出
し
ま
し
た
。

　

川
並
弘
純
学
長
は
、
告
辞
に

お
い
て
建
学
の
精
神
「
和
」を
説

き
、「
高
校
ま
で
の
勉
強
に
は
正

解
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
大
学
で
皆
さ
ま
方
が
学
ぶ
こ

と
は
、
創
造
す
る
こ
と
、
創
り

出
す
こ
と
で
す
。
学
ん
だ
こ
と

を
知
識
と
し
て
蓄
え
る
だ
け
で

は
な
く
、
知
識
を
組
み
合
わ
せ
、

新
し
い
価
値
を
見
出
す
力
が
求

め
ら
れ
ま
す
」「
大
学
は
、
自
分

の
足
で
立
っ
て
、
自
己
判
断
・

自
己
責
任
で
社
会
を
生
き
抜
く

力
を
学
ぶ
場
所
で
す
。
免
許
や

資
格
を
取
る
た
め
に
、
専
門
的

な
勉
強
だ
け
を
す
れ
ば
良
い
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち

は
、
社
会
の
中
で
人
と
関
わ
り

合
っ
て
生
き
て
い
ま
す
。
人
と

し
て
生
き
る
上
で
一
番
大
切
な

こ
と
は
、
教
養
を
中
心
と
し
た

汎
用
的
な
能
力
で
あ
り
、
そ
れ

を
ど
う
磨
き
上
げ
る
か
が
大
切

で
す
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
そ

し
て
、大
学
創
立
二
十
五
周
年
・

短
大
創
立
五
十
周
年
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ“T

he F
uture is 

yours!

”を
引
用
し
、「
聖
徳
大

学
は
、
自
分
が
持
っ
て
い
る
可

能
性
の
扉
を
開
く
と
こ
ろ
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
積
極
的
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
今
描
い
て
い

る
夢
よ
り
も
一
つ
上
の
夢
を
実

現
さ
せ
る
よ
う
励
ん
で
く
だ
さ

い
。
未
来
は
ま
さ
し
く
皆
さ
ま

方
の
た
め
に
あ
り
ま
す
。
自
分

の
無
限
の
可
能
性
を
広
げ

る
た
め
に
本
学
で
の
学
び

を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

入
学
お
め
で
と
う
」と
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

　

入
学
式
後
に
行
わ
れ
た

新
入
生
歓
迎
会
に
は
、オ

フ
ィ
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
フ
ァ
イ
と
リ
ー
ン

も
駆
け
つ
け
、フ
ラ
ダ
ン

ス
を
披
露
す
る
な
ど
し

て
会
場
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。

　

四
月
二
十
九
日
付
で
平

成
二
十
八
年
春
の
叙
勲
受

章
者
が
発
表
さ
れ
、本
学

園
関
係
者
よ
り
次
の
先
生

が
受
章
の
栄
に
浴
さ
れ
ま

し
た
。

瑞
宝
双
光
章

元
　

聖
徳
大
学
附
属
中
学
校
・

　
　

高
等
学
校
　
教
頭

志
賀 

邦
一 

先
生

平
成
二
十
八
年

春
の
叙
勲
受
章
者

聖徳大学児童学部児童学科＆聖徳大学短期大学部保育科

夢
の
実
現
に
向
け
、
新
入
生
に
エ
ー
ル

平
成
二
十
八
年
度 

入
学
式

教員合格者速報

  教育系就職者数528名（　　　　　　　　　）  就職希望者数528名

  教育系就職者数267名（　　　　　　　　　）  就職希望者数267名

2008〜2017年版 AERA進学MOOK 「大学ランキング」より

2008〜2017年版 AERA進学MOOK 「大学ランキング」より

通学過程のみ 既卒者含む
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聖
徳
ラ
ー
ニ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

「
大
学
生
と
し
て
の

ノ
ー
ト
テ
イ
ク
」

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　

大
学
に
お
け
る
授
業
の
進
め

方
は
、
高
校
ま
で
と
は
異
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
新
年
度
が

始
ま
る
と
、
大
学
生
と
し
て
ど

の
よ
う
な
ノ
ー
ト
を
作

れ
ば
よ
い
か
、
と
い
う

新
入
生
か
ら
の
相
談
が

当
セ
ン
タ
ー
に
多
く
寄

せ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
疑
問
に
答
え
る
べ
く
、

四
月
二
十
八
日（
木
）、

天
川
勝
志
講
師
に
よ
る

「
大
学
生
と
し
て
の
ノ
ー

ト
テ
イ
ク
」
セ
ミ
ナ
ー

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、八
十
名
の
大

学
・
短
大
一
年
生
が
参
加

し
ま
し
た
。
天
川
講
師

に
よ
れ
ば
、
良
い
ノ
ー
ト

の
条
件
と
は「
授
業
の
再
現
性

が
高
い
こ
と
」「
検
索
性
に
優

れ
て
い
る
こ
と
」。
セ
ミ
ナ
ー

で
も
、「
再
現
性
」「
検
索
性
」を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
後
か
ら
見
や

す
い
ノ
ー
ト
の
レ
イ
ア
ウ
ト
の

工
夫
な
ど
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
学
に
お
け
る
ノ
ー
ト

テ
イ
ク
で
は
、
板
書
以
外
の
情

報
を
書
く
こ
と
が
重
要
と
な
る

た
め
、
教
員
の
説
明
の
う
ち
、

ど
の
部
分
を
メ
モ
し
た
ら
よ
い

か
な
ど
に
つ
い
て
も
解
説
さ
れ

ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
を
受
け
た
学
生
か

ら
は
、セ
ミ
ナ
ー
で
学
ん
だ
こ

と
を
活
用
し
、
自
分
の
ノ
ー
ト

が
飛
躍
的
に
改
善
し
た
と
い
う

嬉
し
い
報
告
も
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。一
年
生
前
期
の
う
ち
に
、試

行
錯
誤
を
し
な
が
ら
、
再
現
性
、

検
索
性
に
優
れ
た
ノ
ー
ト
を
と

る
た
め
の
自
分
な
り
の
工
夫
を

確
立
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

高機能シミュレーターを使った演習

　「勝つこと」が、競争の原点であり、「勝つこと」が感動
を呼び、勇気を与える。そしてすべてを一体とする。

　チームを誇りに思い、「和」をもって人間性と競技力
の向上を目指す。その和は学園全体の輪となり、やがて地域の方々が「ベストマイ
チーム」として応援してくれるような大きな環を広げる。

　陸上競技を通して自分自身に打ち勝つ強い心を育て、
優しさと思いやりを学ぶ。学園の規範、礼節に従って活動し、常に感謝の気持ちを忘
れない。

　学生の本分をおろそかにすることなく、常に創意
工夫に心がけ自立心を養う。向上心と高い目標を持って理想とする自身の陸上競技
を探求する。

監督の部屋聖徳大学陸上競技部 ⑰

１．「勝つことへの執着心」

2．「ベストマイチームの確立」

4．「素敵な女性への一歩」

3．「理想の陸上競技の探求」

　

二
月
二
十
一
日（
日
）～
二
十
八

日（
日
）の
八
日
間
、
看
護
学
部

第
一
期
生
八
十
八
名
が
、
記
念

す
べ
き
第
一
回
ハ
ワ
イ
研
修
旅

行
を
行
い
ま
し
た
。
学
生
は
ク

ラ
ス
ご
と
に
分
か
れ
、ハ
ワ
イ

大
学
マ
ノ
ア
看
護
・
歯
科
衛
生

学
部
に
あ
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー（
Ｔ
Ｈ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
）に

お
け
る
研
修
や
市
内
の
病
院
見

学
、
ま
た
ハ
ワ
イ
の
文
化
に
触

れ
る
べ
く
ポ
リ
ネ
シ
ア
ン
文
化

セ
ン
タ
ー
や
ハ
ナ
ウ
マ
湾
な
ど

に
行
き
ま
し
た
。

　

Ｔ
Ｈ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
で
は
、各
ク
ラ
ス

二
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、最
初
に

Dr. Lorrie W
ong

よ
り
、
Ｔ
Ｈ

Ｓ
Ｓ
Ｃ
の
理
念
や
役
割
、シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
概
念
に
つ
い
て

の
講
義
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た

Dr. Kristine Qureshi

か
ら
は
、

災
害
看
護
と
ト
リ
ア
ー
ジ（
医

療
ス
タ
ッ
フ
や
医
薬
品
な
ど
が
制

約
さ
れ
る
中
で
、よ
り
多
く
の
傷

病
者
に
最
善
の
治
療
を
行
う
た

め
傷
病
者
の
緊
急
度
に
応
じ
て

搬
送
や
治
療
の
優
先
順
位
を
決

め
る
こ
と
）の
講
義
後
、
実
際

に
大
規
模
災
害
が
起
き
た
と
想

定
し
て
二
十
程
度
の
事
例
を
学

生
た
ち
が
ト
リ
ア
ー
ジ
し
、結
果

と
そ
の
根
拠
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

心
肺
蘇
生
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
で
は
、
心
肺
蘇
生
の
技
術
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
後
に
、
実
際
に
呼

吸
と
心
臓
が
停
止
し
た
高
機
能

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー（
マ
ネ
キ
ン
）

を
チ
ー
ム
で
助
け
る
演
習
を
行

い
ま
し
た
。
最
初
は
胸
骨
圧
迫

の
実
施
に
も
戸
惑
っ
て
い
た
学

生
で
し
た
が
、
実
際
の
場
面
で

は
、
初
期
対
応
の
看
護
師
役
や

リ
ー
ダ
ー
看
護
師
役
の
学
生
の

指
示
の
も
と
、
互
い
に
声
を
か

け
あ
い
、
最
後
に
は
無
事
に
生

還
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
姿
に
は
た
く
ま
し
さ
を
感

じ
た
ほ
ど
で
す
。

　

ハ
ワ
イ
大
学
の
学
生
と
の
交

流
は
、ハ
ワ
イ
大
学
か
ら
リ
ク
エ

ス
ト
さ
れ
たPhoto voice

の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
大
学

お
よ
び
日
本
文
化
の
紹
介
を
英

語
で
行
い
、
最
後
は「
よ
さ
こ

い
ソ
ー
ラ
ン
」を
元
気
よ
く
踊

り
ま
し
た
。テ
ー
ブ
ル
に
ハ
ワ
イ

大
学
の
学
生
と
本
学
の
学
生
が

共
に
座
り
、
英
語
と
日
本
語
、

時
に
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
駆

使
し
て
一
所
懸
命
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
姿
が
印
象

的
で
し
た
。

　

研
修
最
終
日
は
カ
ピ
オ
ラ
ニ・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
の
レ

ス
ト
ラ
ン
で
修
了
式
を
行
い
ま

し
た
。ハ
ワ
イ
大
学
マ
ノ
ア
看

護・
歯
科
衛
生
学
部
長
のD

r. 
M

ary G.Boland

か
ら
一
人
ひ

と
り
修
了
書
を
い
た
だ
き
、
そ

れ
ぞ
れ
の
学
生
が
充
実
し
た
研

修
を
歓
喜
の
中
で
終
え
ま
し
た
。

（
看
護
学
科　准教

授　

白
鳥 

孝
子
）

看
護
学
科 

海
外
研
修
報
告

第
一
回 

ハ
ワ
イ
研
修
旅
行
を
終
え
て

創 部6年目・4つの指 針

　

看
護
学
部
の
三
年
生
、
戸
田

喜
子
さ
ん
が
、三
月
十
一
日（
金
）

か
ら
二
十
七
日（
日
）ま
で
の
日

程
で
、カ
ナ
ダ
の
モ
ン
ト
リ
オ

ー
ル
に
所
在
す
る
マ
ギ
ル
大
学

の
医
療
英
語
研
修
に
参
加
し
て

き
ま
し
た
。マ
ギ
ル
大
学
は「
カ

ナ
ダ
の
東
大
」と
も
言
わ
れ
る

ハ
イ
レ
ベ
ル
な
総
合
大
学
で
、

特
に
医
学
部
が
有
名
で
す
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、聖
路
加

国
際
大
学
が
、
自
大
学
の
学
生

と
他
大
学
の
参
加
希
望
学
生
・

大
学
院
生
・
病
院
の
看
護
師
を

対
象
に
毎
年
春
に
行
っ
て
お
り
、

　

四
月
二
十
五
日（
月
）、
平
成

二
十
八
年
夏
に
実
施
さ
れ
る
教

員
採
用
試
験
に
向
け
て
の
第
Ⅱ

期
特
別
講
座
の
開
講
式
を
行
い

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
奥
村
高
明
児
童
学

部
長
、
高
尾
公
矢
心
理
・
福
祉

学
部
長
よ
り
、
受
講
生
へ
の
励

ま
し
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

今
年
は
三
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
「
研
修
内
容
は『
看
護
・
医
療

英
語
研
修
』で
し
た
が
、
具
体

的
に
は
カ
ナ
ダ
の
医
療
に
つ
い

て
英
語
で
学
ぶ
と
い
う
も
の
で
、

予
想
以
上
に
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
内

容
で
し
た
。マ
ギ
ル
大
学
の
先

生
方
は
皆
、“
何
か
一
つ
で
も
学

ん
で
帰
っ
て
ほ
し
い
”“
研
修
を

通
し
て
、
自
分
の
興
味
・
関
心

を
広
げ
て
ほ
し
い
”と
本
当
に

熱
心
に
講
義
を
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
」

　

今
回
の
参
加
者
は
、Em

er-
gency Nursing

（
救
急
看
護
）・

Palliative Care

（
緩
和
ケ
ア
）・

Com
m

unity Care N
ursing

（
地
域
看
護
）の
三
つ
に
主
に
焦

点
を
あ
て
て
研
修
が
進
み
、Peri-

natal

（
周
産
期
）に
お
け
る
カ

ナ
ダ
の
看
護
に
つ
い
て
の
講
義
と

Pediatric N
ursing

（
小
児
看

護
）の
講
義
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
私
は
、
看
護
学
の
中
で
も
、

国
際
看
護
と
い
う
分
野
へ
の
興

味
が
強
く
、
将
来
は
途
上
国
に

お
け
る
母
子
保
健
活
動
に
従
事

し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、

こ
の
研
修
で
、カ
ナ
ダ
の
周
産

期
医
療
に
つ
い
て
学
べ
た
こ
と

は
、
と
て
も
大
き
な
収
穫
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、カ
ナ
ダ
の

ハ
ー
バ
ー
ド
と
呼
ば
れ
る
大
学

で
研
修
が
で
き
、
今
後
の
自
己

の
課
題
と
目
標
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
を
、
本
当
に

嬉
し
く
思
い
ま
す
」

た
。
続
い
て
、
受
講
生
を
代
表

し
て
児
童
学
科
小
学
校
教
員
養

成
コ
ー
ス
、
社
会
福
祉
学
科
養

護
教
諭
コ
ー
ス
、
音
楽
総
合
学

科
音
楽
教
員
養
成
コ
ー
ス
の
学

生
か
ら
決
意
の
言
葉
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
約
百
三
十
名
の
受

講
生
の
眼
差
し
は
真
剣
で
、
会

場
全
体
が「
必
ず
合
格
す
る
」と

い
う
意
気
込
み
に
あ
ふ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

講
座
の
内
容
は
、
教
育
原
理
、

教
育
法
規
な
ど
の
教
職
教
養
を

中
心
に
し
て
い
ま
す
。
今
期
か

ら
は「
オ
ー
ル
聖
徳
」と
し
て
多

く
の
教
員
に
担
当
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
初
め
て
の

試
み
で
す
が
、
専
門
性
を
生
か

し
た
具
体
的
な
指
導
が
効
果
を

上
げ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

マ
ギ
ル
大
学
看
護
・
医
療

英
語
研
修
を
終
え
て

教
員
採
用
試
験
対
策

第
Ⅱ
期
特
別
講
座
ス
タ
ー
ト
！

　初夏の風に肌も汗ばむ頃、皆様いかが
お過ごしでしょうか。
　聖徳大学陸上競技部は創部6年目を
迎え、この春、4人の新入部員を迎えました。
　昨年度までは、駅伝メンバー構成もまま
ならぬ状況が続いていましたが、本年度
は総勢14名となり、日々の練習においても活気を帯びています。新生「聖徳大
学陸上競技部」は下記の4つの指針を掲げ、2016年度を駆け抜けます。今年度も
相変わらぬご声援のほどよろしくお願い申し上げます。

2016年度の新入部員たち

戸田喜子さん

セミナーの様子
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四
月
二
十
一
日

（
木
）、
学
生
を
対

象
と
し
た
「
ブ
ラ
ッ

ク
バ
イ
ト
対
策
講

座
」
が
七
号
館
七 

三
〇
一
教
室
に
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ

ト
」と
は
、被
雇
用

者
に
長
時
間
労
働

を
強
い
た
り
、契
約

内
容
と
違
っ
た
業

務
を
さ
せ
た
り
、厳

し
い
ノ
ル
マ
や
不

合
理
な
罰
金
を
課

す
な
ど
、違
法
な
状

態
で
行
わ
れ
る
ア

ル
バ
イ
ト
を
指
し

ま
す
。
近
年
急
速

に
社
会
問
題
化
し

て
お
り
、訴
訟
に
発
展
し

た
ケ
ー
ス
や
、ア
ル
バ
イ

ト
学
生
向
け
の
ユ
ニ
オ

ン
が
結
成
さ
れ
る
な
ど
、

世
間
の
注
目
を
集
め
て

い
ま
す
。

　

本
講
座
で
は
千
葉
県

社
会
保
険
労
務
士
会
よ

り
講
師
を
お
招
き
し
、労

働
法
の
基
礎
知
識
の
解

説
か
ら
具
体
的
な
事
例

を
挙
げ
て
の
ケ
ー
ス
ス

タ
デ
ィ
ま
で
、学
生
が
遭

遇
し
が
ち
な
ア
ル
バ
イ

ト
の
諸
問
題
に
つ
い
て

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。「
ア
ル
バ
イ
ト
で
も

残
業
代
は
出
さ
な
く
て

は
な
ら
な
い
」「
条
件
を

満
た
せ
ば
有
給
休
暇
を
取
る
こ

と
が
で
き
る
」な
ど
、意
外
と
も

い
え
る
事
実
が
列
挙
さ
れ
る

と
、驚
き
の
表
情
を
浮
か
べ
る

学
生
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト

対
策
講
座
を
開
催

　

四
月
一
日（
金
）の
入
学
式
、二

～
三
日
の
学
内
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
終
え
た
本
年
度
の
看

護
学
部
入
学
生
は
、そ
の
ま
ま

　

言
語
文
化
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト「
英
米
文
学
の
名
作
を
読

む
」の
一
環
と
し
て
、英
米
文
学

と
時
事
英
語
を
め
ぐ
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
三
月
五
日（
土
）、十 

九
日（
土
）の
二
回
に
わ
た
っ
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
回
は
、「
英
米
文
学
お
よ

び
英
語
を
め
ぐ
っ
て
」と
題
し
、

天
野
暁
子
氏
、武
田
久
子
氏
、井

村
猛
氏
の
計
三
名
の
パ
ネ
ラ
ー

が
研
究
成
果
を
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
天
野
氏
は「
敢

え
て
成
長
し
な
い

子
ど
も
の
ま
ま
の

主
人
公
を
描
こ
う

と
し
た
作
者
の
意

図
」に
つ
い
て
、武

田
氏
は
「
二
十
世

紀
の
現
代
芸
術
と

い
う
課
題
を
負
う

よ
う
に
描
か
れ
て

い
る
登
場
人
物
の

存
在
意
義
」に
つ
い
て
、井
村
氏

は
時
事
英
語
を
モ
デ
ル
に
、「
語

が
そ
の
用
法
を
拡
大
し
て
い
く

過
程
の
分
類
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
に
見
ら
れ
る
そ
の
具
体
例
」

に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、来
場
さ
れ

て
い
た
元
日
本
大
学
教
授
の
原

公
章
先
生
か
ら「
今
日
は
テ
ー

マ
が
多
彩
で
ど
う
な
る
こ
と
か

と
思
っ
て
い
た
が
、大
き
く
一
つ

に
噛
み
合
っ
た
も
の
に
な
り
ま

し
た
ね
」と
の
感
想
が
あ
り
、ま

さ
に
探
求
の
精
神
が
結
実
し
た

場
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
二
回
は
、作
家
ト
マ
ス・ハ
ー

デ
ィ
を
題
材
と
し
、小
山
努
氏
、

山
下
登
子
氏
、冨
永
久
子
氏
の

三
名
が
パ
ネ
ラ
ー
を
務
め
ら
れ

ま
し
た
。
小
山
氏
か
ら
は
、「
二

人
の
登
場
人
物
の
関
係
性
に
つ

い
て
そ
の
愛
の
本
質
は
何
か
」

と
い
う
問
題
が
提
起
さ
れ
、ま

た
山
下
氏
は
、登
場
人
物
に
託

さ
れ
た
人
生
の
問
題
に
つ
い
て
、

「
義
人
の
苦
難
」と
い
う
テ
ー
マ

で
知
ら
れ
る「
ヨ
ブ
記
」や
、シ
ョ
ー

ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の「
自
殺
論
」な
ど

を
引
用
し
つ
つ
、人
物
像
を
掘

り
下
げ
ま
し
た
。
最
後
に
、冨

永
氏
か
ら
は「
無
名
人
が
繰
り

広
げ
る
恋
愛
が
大
き
な
歴
史
と

い
う
背
景
の
中
で
翻
弄
さ
れ
つ

つ
、破
滅
し
て
い
く
愛
の
は
か

な
さ
」
と
い
う

テ
ー
マ
が
提
起

さ
れ
ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
で

は
参
加
者
が
ハ
ー

デ
ィ
文
学
に
つ

い
て
活
発
に
議

論
し
合
い
、
充

実
し
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
と
な
り

ま
し
た
。

四
日（
月
）か
ら
二
泊
三
日
の
日

程
でFresh-m

en Cam
p

（FC

）

へ
と
参
加
し
、本
学
の
セ
ミ
ナ
ー

ハ
ウ
ス
で
あ
る「
か
す
が
の
森
」

に
て
合
宿
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
合
宿
の
目
的
は
、①
建
学

の
精
神「
和
」を
理
解
し
、礼
節

に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
と
す
る
②

大
学
の
学
び
へ
の
転
換
が
早
期

に
可
能
と
な
る
よ
う
、自
己
の

学
習
ス
タ
イ
ル
を
身
に
つ
け
る

と
と
も
に
、卒
業
時
の
自
分
を

描
く
機
会
と
す
る
③
お
互
い
を

認
め
あ
う
こ
と
の
大
切
さ
を
理

解
し
、ク
ラ
ス
を
越
え
た
相
互

の
信
頼
関
係
を
深
め
る
こ
と
、

と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

新
入
生
に
と
っ
て
は
、初
め

て
見
知
っ
た
顔
ば
か
り
と
い
う

緊
張
の
中
で
の
ス
タ
ー
ト
で
し

た
。
初
日
の
講
話
で
は
大
学
の

教
育
方
針
や
看
護
を
学
ぶ
心
構

え
、大
学
で
の
学
び
に
つ
い
て

確
認
を
行
い
、そ
の
後
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
な
ど
を
通

し
て
緊
張
を
解
き
ほ
ぐ
し
な
が

　

松
戸
キ
ャ
ン
パ
ス

正
門
横
に
は
、「
ち
ば

興
銀
」の
愛
称
で
知

ら
れ
る
千
葉
興
業
銀

行
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
が
設
置

さ
れ
、
教
職
員
や
学

生
に
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
と
こ
ろ
で
、な

ぜ
他
の
銀
行
で
な
く

「
ち
ば
興
銀
」な
の
か
？ 

と
不

思
議
に
思
わ
れ
て
い
る
方
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
に
は
こ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
あ
り
ま
す
。一
九
六
五（
昭

和
四
十
）年
、こ
の
地
に
聖
徳
学

園
短
期
大
学
が
設
立
さ
れ
た
当

時
、学
園
は
学
生
集
め
に
苦
心

し
、資
金
難
に
あ
え
い
で
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
窮
地
を
救
い
、

「
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
は
、教
育

が
必
要
だ
」と
、出
来
上
が
っ
た

ば
か
り
の
短
大
に
融
資
を
し
て

く
だ
さ
っ
た
の
が
、千
葉
興
業

ら
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
考
え
、

マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
を
用
い
た
自

己
紹
介
で「
四
年
後
の
自
分
の

姿
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
し
た
。

二
日
目
は
作
成
し
た
マ
イ
ン
ド

マ
ッ
プ
で
各
々
が
発
表

を
行
い
、夜
に
行
わ
れ
た

ク
ラ
ス
ア
ワ
ー
で「
今

年
度
の
私
の
目
標
」
を

明
確
に
し
ま
し
た
。

　

出
発
の
時
の
緊
張
し

た
顔
は
、最
終
日
に
か
す

が
の
森
を
出
る
時
に
は

晴
れ
晴
れ
と
し
た
表
情

に
変
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

学
生
一
人
ひ
と
り
が
進

む
べ
き
目
標
を
定
め
、

気
持
ち
を
一
つ
に
で
き

た
こ
と
を
確
認
し
た
、

実
り
あ
る
合
宿
と
な
り

ま
し
た
。

（
看
護
学
部
長
・

水
戸
美
津
子
）

銀
行
だ
っ
た
の
で
す
。

　

以
後
、聖
徳
と
千
葉
興
業
銀

行
は
と
も
に
時
代
を
歩
み
、二
〇 

一
〇（
平
成
二
十
二
）年
に
は
産

学
連
携
協
定
を
締
結
、毎
年
開

か
れ
る
聖
徳
祭
に
お
い
て
は
、

「
千
産
千
商
」と
し
て
企
業
と
共

同
で
商
品
開
発
に
参
加
い
た
だ

く
な
ど
、現
在
に
い
た
る
ま
で

深
い
関
係
を
築
い
て
い
ま
す
。

何
の
変
哲
も
な
い
Ａ
Ｔ
Ｍ
ひ
と

つ
に
も
、本
学
の
歩
ん
で
き
た

歴
史
の
一
端
が
隠
さ
れ
て
い
る

の
で
す
。（
総
務
課
／
板
倉
拓
）

聖
徳
大
学
言
語
文
化
研
究
所
主
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
英
米
文
学
の
名
作
を
読
む
」

ゲームを通して親交を深めます

マインドマップの発表

　

講
演
終
了
後
に
は
個
別
相
談

会
が
行
わ
れ
、当
日
お
越
し
い

た
だ
い
た
五
名
の
社
会
保
険
労

務
士
の
皆
さ
ん
に
、学
生
の
相

談
に
応
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

看
護
学
科
導
入
教
育
合
宿
：

Freshm
en Cam

p

（FC

）

を
終
え
て

平成28年度 香和会 行事予定表（開催日順） 

聖朋会　行事予定表

日（日）

日（土）

日（土）

日（日）

日（土）

日（日）

日（日）

日（土）

受付／11：30〜
開会／12：00－15：00

受付／11：30〜
開会／12：00－14：00

受付／11：30〜
開会／12：00－14：00

受付／11：30〜
開会／12：00－15：00

受付／17：30〜
開会／18：00－20：00

受付／13：30〜
開会／14：00－16：00

受付／12：30〜
開会／13：00－15：00

受付／11：30〜
開会／12：00－14：00

第49回 総会･懇親会

甲州・中部・東海支部

北海道・東北支部

北陸・上信越支部 〈設立20周年記念〉

九州・沖縄支部

北関東支部

南関東支部

近畿・中国・四国支部

①

④

②

③

⑤

⑥

⑦

⑧

場所 : 聖徳大学 8号館　クリスタルホール3階　「アミティエ」

場所 : 山梨県 甲府市　ホテル談露館

場所 : 北海道 札幌市 札幌グランドホテル 東館17階「層雲」

場所 : 新潟県 新潟市　割烹「秋やま」

場所 : 沖縄県 那覇市 沖縄かりゆしアーバンリゾート・ナハ

場所 : 埼玉県 さいたま市大宮　y,s dining（ワイズ ダイニング）

場所 : 聖徳大学 10号館　14階　「スカイラウンジ・ローカス」

場所 : 大坂府 大阪市 ホテル阪急インターナショナル 2階 中華料理「春蘭門」

7

10

8

9

10

11

11

12

17

1

27

18

22

20

27

10

月

月

月

月

月

月

月

月

●日時：6月18日（土） 役員会／13：00 ―　総会／14：30―
●場所：取手聖徳女子中学校・高等学校 会議室

SEITOKU COLUMN

セ
イ
ト
ク
コ
ラ
ム

松
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
秘
密

松戸キャンパス　千葉興業銀行ATM
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●
取
引
業
者
関
係

三
〇
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

有
限
会
社
セ
イ
ワ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
　
様

 

（
六
〇
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

三
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
ナ
カ
ノ
フ
ド
ー
建
設

　
代
表
取
締
役
社
長
　
竹
谷
　
紀
之
　
様

三
建
設
備
工
業
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役
　
松
井
　
栄
一
　
様

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

セ
ン
ト
ラ
ル
ラ
イ
フ
株
式
会
社

　
取
締
役
社
長  

片
貝
　
正
　
様

 

（
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

四
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
創
美
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー

　
代
表
取
締
役
　
山
形
　
晴
樹
　
様

 

（
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

二
〇
、〇
〇
〇
円

花
喜
園

　
代
表
　
花
木
　
常
明
　
様

 

（
三
一
〇
、〇
〇
〇
円
）

一
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
エ
コ
マ
ッ
ク
ス

　
代
表
取
締
役
　
髙
橋
　
栄
二
　
様

 

（
一
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

株
式
会
社
丸
協

　
代
表
取
締
役
　
新
堀
　
信
永
　
様

有
限
会
社
栄
泉
堂
岡
松

　
代
表
取
締
役
　
松
戸
　
栄
二
　
様

●
大
学
後
援
会
関
係

五
〇
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

聖
徳
大
学
後
援
会
　
様

 

（
二
五
〇
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　
田
代
　
和
子 

様（
七
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

一
〇
、〇
〇
〇
円

　
岩
田
　
敏
彦 

様

●
香
和
会
関
係

三
四
、八
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　
聖
徳
大
学
香
和
会
　
様

 

（
九
二
、五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

『
東
京
聖
徳
学
園
創
立
八
十
周
年
記
念
事
業
募
金
』

 

寄
付
者
芳
名
一
覧  

平
成
二
十
八
年
三
月
〜
四
月
ご
寄
付
分

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

募
金
だ
よ
り

二
〇
、〇
〇
〇
円

　
韓
　
暁
娟 

様（
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

一
〇
、〇
〇
〇
円

　
桜
井
　
正
子 

様

●
聖
和
会
関
係

二
〇
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　
聖
徳
大
学
聖
和
会
　
様

 

（
五
〇
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

●
専
門
学
校
関
係

一
〇
、〇
〇
〇
円

　
大
栁
　
俊
彦 

様

●
附
属
小
学
校
関
係

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　
青
野
　
逸
堂 

様

二
〇
、〇
〇
〇
円

　
高
橋
　
泰
寿 

様（
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

一
〇
、〇
〇
〇
円

　
神
谷
　
知
伸 

様

●
三
田
幼
稚
園
関
係

二
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　
聖
徳
学
園
三
田
幼
稚
園
父
母
の
会
　
様

 

（
六
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

三
〇
、〇
〇
〇
円

　
水
野
　
明
彦 

様

一
〇
、〇
〇
〇
円

　
矢
部
　
大
作 

様（
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

●
同
窓
会
連
合
会
関
係

二
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　
聖
徳
学
園
菊
水
会
　
様

 

（
一
七
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

●
教
職
員
関
係

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　
松
山
　
武
士 

様（
一
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

　
山
田
　
和
利 

様

三
〇
、〇
〇
〇
円

　
菊
地
　
公
子 

様（
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

一
五
、〇
〇
〇
円

　
西
﨑
　
勝
則 

様（
一
三
五
、〇
〇
〇
円
）

三
、〇
〇
〇
円

　
宮
本
　
友
弘 

様（
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

●
そ
の
他

五
〇
、〇
〇
〇
円

　
菱
山
　
房
子 

様（
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

（
三
八
四
、一
八
八
円
）

 
匿
名
希
望
者
合
計

※（
　
）内
は
累
計
額

　
合
計
　
七
七
件一

四
四
、一
九
二
、一
八
八
円

　
累
計
　
二
、六
二
八
件

六
八
四
、八
二
〇
、九
二
九
円

人
気
ス
ポ
ッ
ト
は
、

先
輩
か
ら
の
贈
り
物

　

三
月
二
十
八
日（
月
）か
ら

三
十
日（
水
）ま
で
、
長
野
県
野

沢
温
泉
ス
キ
ー
場
で
千
葉
県
高

等
学
校
新
人
ス
キ
ー
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
学
校
対
抗
総
合
の
部

に
お
い
て
第
二
位
で
今
シ
ー
ズ

　

第
四
十
二
回
松
戸
市
書
道
展

覧
会
が
三
月
二
十
二
日（
火
）か

ら
二
十
七
日（
日
）ま
で
松
戸
市

文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
最

終
日
に
松
戸
市
民
会
館
で
授
賞

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
学
か

ら
は
、
松
戸
市
長
賞
を
受
賞
し

た
宮
田
愛
来
さ
ん（
高
校
三
年
）

を
は
じ
め
、
多
数
の
受
賞
者
を

輩
出
し
ま
し
た
。

　

四
月
二
十
四
日（
日
）、マ
ー

チ
ン
グ
バ
ン
ド
部
と
バ
ト
ン
部

総
勢
四
十
九
名
が
、
東
京
都
北

区
赤
羽
で
行
わ
れ
た「
赤
羽
馬

鹿
祭
り
」に
参
加
し
ま
し
た
。

　

松
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
内
カ
フ
ェ
・
リ
ュ
ミ
エ
ー
ル

前
に
、
心
地
よ
い
風
と
光
を
感
じ
る
カ
フ
ェ
テ

ラ
ス
が
誕
生
。
学
生
た
ち
に
大
人
気
の
こ
の
ス

ポ
ッ
ト
は
、
大
学
・
短
大
の
卒
業
生
で
組
織
さ
れ

る
香
和
会（
同
窓
会
）の
皆
様
か
ら
の
ご
寄
付
に

よ
っ
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

暑
い
季
節
に
熱
が

こ
も
ら
な
い
籐
を
編

み
こ
ん
だ
安
定
感
の

あ
る
イ
ス
や
、
日
差
し

が
気
に
な
る
季
節
に

も
適
度
な
明
る
さ
と

風
通
し
の
良
い
大
き

な
パ
ラ
ソ
ル
が
、
実
用

的
で
あ
り
な
が
ら
も

南
国
リ
ゾ
ー
ト
に
来

た
よ
う
な
開
放
的
な
空
間
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

学
生
の
多
く
は
、
授
業
の
隙
間
時
間
を
有
効

活
用
す
る
た
め
、キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
昼
食
を
取
る
こ

と
が
多
く
、
食
堂
や
一
般
教
室
を
利
用
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
ゆ
っ
く
り
と
食
事
が
で
き
、
友

人
と
語
ら
う
こ
と
が
で
き
る
こ
の
場
所
は
、リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
が
で
き
る
と
学
生
た
ち
に
好
評
で
す
。

　

今
日
も
笑
顔
あ
ふ
れ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
学

生
た
ち
が
夢
を
叶
え
る
た
め
に
励
ん
で
い
ま
す
。

今
後
も
皆
様
か
ら
の
ご
寄
付
を
通
じ
て
、
学
生

の
充
実
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
支
援
し
て

参
り
ま
す
。
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

ン
を
終
え
、来
シ
ー
ズ
ン
の
さ
ら

な
る
飛
躍
を
部
員
た
ち
は
誓
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
個
人
の
部

で
は
、
深
山
笑
里
さ
ん（
高
校

一
年
）が
一
本
目
、
二
本
目
と

も
ラ
ッ
プ
タ
イ
ム
で
二
位
以
下

に
大
差
を
つ
け
て
優
勝
を
飾
り

●
高
校
生
の
部

（
学
年
は
三
月
当
時
の
も
の
で
す
）

［
松
戸
市
市
長
賞
］

三
年　

宮
田　

愛
来
さ
ん

［
奨
励
賞
］

三
年　

川
口　

水
輝
子
さ
ん

三
年　

張　

敏
さ
ん

三
年　

永
妻　

里
佳
子
さ
ん

一
年　

田
久
保　

遥
香
さ
ん

ま
し
た
。

［
入
選
］

一
年　

多
田　

明
日
香
さ
ん

一
年　

堀
米　

文
菜
さ
ん

一
年　

山
本　

詩
織
さ
ん

　

こ
の
お
祭
り
は
、
六
十
年
以

上
続
い
て
い
る
歴
史
あ
る
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
午
前
中
は
細
か
い

雨
が
降
り
続
き
心
配
し
ま
し
た

が
、パ
レ
ー
ド
開
始
の
こ
ろ
に

は
天
気
も
回
復
し
、
素
晴
ら
し

い
パ
レ
ー
ド
を
披
露
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。今
年
の
パ
レ
ー

ド
は
、「
星
条
旗
よ
永
遠
な
れ
」

「
ジ
ッ
プ 

ア 

デ
ィ
ー 

ド
ゥ
ー 

ダ
」「
ラ
デ
ツ
キ
ー
マ
ー
チ
」の

三
曲
で
構
成
。ス
タ
ン
ダ
ー
ド

な
曲
目
で
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
軽
快

な
楽
曲
を
挟
み
、
変
化
に
富
ん

だ
パ
レ
ー
ド
を
お
見
せ
で
き
ま

し
た
。

　

パ
レ
ー
ド
の
後
に
は
、
赤
羽

小
学
校
の
校
庭
に
て
演
技
・
演

奏
を
披
露
す
る
、デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
の
部
に
も
参
加
し
ま

し
た
。バ
ト
ン
部
が
ポ
ン
ポ
ン
を

持
ち「
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
」と「
ヘ
イ
・
ベ
イ
ビ
ー
」

を
踊
り
、
そ
れ
に
続
き
マ
ー
チ

ン
グ
バ
ン
ド
部
が「
ミ
ッ
シ
ョ

ン
：
イ
ン
ポ
ッ
シ
ブ
ル
」と「
銀

河
鉄
道
９
９
９
」を
演
奏
。
演

技
終
了
後
に
は
大
き
な
歓
声
が

上
が
り
、
た
く
さ
ん
の
拍
手
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

千
葉
県
高
等
学
校
新
人
ス
キ
ー
大
会

　
　

学
校
対
抗
の
部
で
準
優
勝

　
　

深
山
笑
里
さ
ん
が
Ｓ
Ｌ
競
技
・
Ｇ
Ｓ
競
技
で
優
勝

第
四
十
二
回 

松
戸
市
書
道
展
覧
会

　
　

宮
田
愛
来
さ
ん
が「
松
戸
市
市
長
賞
」受
賞

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部
・
バ
ト
ン
部

地
域
イ
ベ
ン
ト
で
の
活
躍

■ご寄付のお申し込みについて　お電話またはメールで、ご住所とお名前をお知らせ
ください。募金係より募金趣意書、払込用紙をお送り
いたします。

■お問い合わせ先　東京聖徳学園創立80周年記念事業募金係
 TEL． 047-365-1111（代）  
 メールアドレス　bokin@seitoku. ac. jp

●（注）　公開をご希望されない方については、掲載しておりません。コンビニエンス
ストアよりお振込みされた方は、匿名の取り扱いにさせていただいております。
ご芳名の掲載を希望される方は、お手数ですが創立80周年記念事業募金係まで
ご連絡ください。

平成28年3月1日から4月30日までのご寄付分を掲載しております。

素敵なカフェテラスが誕生

幼
児
教
育
専
門
学
校

幼
児
教
育
専
門
学
校

聖
徳
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
デ
イ
を
開
催

　

四
月
二
十
三
日（
土
）、第
九
回

「
聖
徳
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
デ
イ
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

新
入
生
が
在
校
生
や
先
生
方
と

の
親
睦
を
深
め
、
さ
ら
に
今
後
、

本
校
の
学
生
と
し
て
学
ん
で
い

く
上
で
の
タ
ス
ク
管
理
や
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
へ
の
理
解
を
深
め
、

学
生
が
主
体
的
に
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
重

点
を
置
き
、
企
画
し
て
い
る
行

事
で
す
。

　

当
日
は
開
会
式
に
併
せ
て
ク

ラ
ス
役
員
の
任
命
式
を
行
い
、

そ
の
後
、
学
生
は
学
年
ご
と
に

教
室
に
入
り
、
午
前
の
部
が
開

始
と
な
り
ま
し
た
。

　

午
前
の
部
で
は
、
新
入
生
は

「
本
校
で
の
学
び
を
理
解
し
、

学
校
へ
の
親
し
み
と
学
習
へ
の

意
欲
を
高
め
る
こ
と
」、
二
、三

年
生
は「
新
年
度
の
学
習
内
容

を
確
認
し
、
主
体
的
に
学
ぶ
姿

勢
と
自
己
管
理
へ
の
意
識
を
高

め
る
こ
と
」を
目
的
と
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

午
後
の
部
で
は
、
新
入
生
は

「
学
び
の
意
欲
を
高
め
な
が
ら

親
睦
を
深
め
る
と
と
も
に
目
指

す
保
育
者
像
を
持
つ
こ
と
」、二
、

三
年
生
は「
自
分
た
ち
の
成
長

を
活
か
し
、
先
輩
と
し
て
新
入

生
を
サ
ポ
ー
ト
し
、リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
こ
と
」を

目
標
に
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

異
学
年
交
流
会
で
は
、
新
入

生
が
先
輩
学
生
か
ら
学
校
生
活

に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を

も
ら
い
な
が
ら
、
絆
を
深

め
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

校
内
を
先
輩
学
生
に
案
内

し
て
も
ら
う「
ス
ク
ー
ル

ツ
ア
ー
」や
、
危
機
管
理

の
意
識
を
高
め
る
た
め

の「
防
災
訓
練
」も
実
施

し
ま
し
た
。

　

学
生
た
ち
は
、ク
ラ
ス

メ
イ
ト
と
の
学
び
や
交
流

を
通
し
て
、
幼
児
教
育

者
・
保
育
者
に
な
る
と
い

う
気
持
ち
を
改
め
て
強

く
持
つ
こ
と
が
で
き
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。
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「
今
ま
で
黙
っ
て
い
ま
し
た

が
…
…
な
ん
と
五
大
先
生
は
、

こ
の
小
学
校
の
初
代
班
長
な
ん

で
す
！
」

　
「
え
ー
！？
」

　

今
年
で
小
学
校
の
明
和
班
活

動
も
三
十
一
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
班
長
も
今
年
の
六
年
生
で

三
十
一
代
目
と
な
り
、
一
年
生

か
ら
六
年
生
ま
で
の
縦
割
り
班

で
の
全
校
活
動
で
、
楽
し
く
個

性
あ
ふ
れ
た
学
校
生
活
を
作
り

上
げ
よ
う
と
す
る
一
年
が
始
ま

り
ま
し
た
。
そ
の
全
校
活
動
の

ス
タ
ー
ト
が
、「
一
年
生
を
迎
え

る
集
会
」と
、
引
き
続
き
行
わ

れ
る「
明
和
班
顔
合
わ
せ
集
会
」

の
二
つ
の
全
校
集
会
で
す
。

　

こ
の
集
会
は
、
全
校
児
童
全

員
で
行
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
そ
の

真
価
が
あ
り
ま
す
。
一
年
生
の

入
学
を
心
か
ら
歓
迎
し
て
祝
う

と
と
も
に
、
新
し
い
年
度
の
学

校
生
活
を
協
力
し
て
作
り
上
げ

て
い
こ
う
と
い
う
意
欲
を
高
め

る
た
め
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
一
年
生
の
た
め
だ
け
で
な

く
、
そ
れ
を
迎
え
る
上
級
生
の

た
め
に
も
必
要
な
集
会
な
の
で

す
。
個
人
だ
け
で
な
い
学
級
の

ま
と
ま
り
と
し
て
、
学
年
か
ら

そ
し
て
全
校
へ
と
、
楽
し
く
美

し
く
個
性
あ
ふ
れ
た
学
校
生
活

を
協
力
し
て
作
り
上
げ
て
い
こ

う
と
い
う
場
な
の
で
す
。

　

そ
の
集
会
が
開
校
以
来
行
わ

れ
続
け
、
今
も
な
お
こ
う
し
て

子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
心
を
は

ぐ
く
ん
で
い
る
の
は
、「
集
会
の

た
め
に
子
ど
も
が
あ
る
」の
で

は
な
く
、「
子
ど
も
の
た
め
に
集

会
が
あ
る
」か
ら
で
す
。
つ
ま

り
、
人
が
変
わ
っ
て
も
集
会
の

形
は
変
わ
ら
な
い
の
で
は
な
く
、

人
が
変
わ
っ
て
い
く
中
で
、
集

会
そ
れ
自
体
も
工
夫
を
重
ね
な

が
ら
、
少
し
ず
つ
成
長
し
て
現

在
に
至
っ
て
い
る
の
で
す
。
で

す
か
ら
、
た
だ
楽
し
い
ゲ
ー
ム

を
し
て
楽
し
ま
せ
た
り
、
流
行

り
の
歌
を
う
た
っ
て
迎
え
る
な

ど
と
い
う
類
の
も
の
で
は
な
い
、

品
格
あ
る
も
の
が
現
在
形
の
全

校
集
会
な
の
で
す
。

　

校
風
や
伝
統
が
今
、
現
に
生

き
て
活
動
し
て
い
る
子
ど
も
の

血
や
肉
と
な
っ
て
、
脈
々
と
生

き
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
こ

の
取
り
組
み
の
価
値
が
あ
り
ま

す
。
今
ま
で
黙
っ
て
い
ま
し
た

が
…
…
附
属
小
学
校
の
平
成

二
十
八
年
度
、
間
違
い
な
く
素

敵
な
一
年
に
な
り
そ
う
で
す
。

（
教
諭
／
渡
辺　

五
大
）

●
●
●
●

●

幼
稚
園
短
信

幼
稚
園
短
信

●聖
徳
学
園
三
田
幼
稚
園

　

三
田
幼
稚
園
で
は
毎
月
、
誕

生
日
会
を
行
っ
て
お
り
、子
ど
も

た
ち
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
行

事
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

誕
生
日
会
で
は
三
学
年
が
ホ
ー

ル
に
集
ま
り
、
誕
生
日
を
迎
え

た
友
達
を
お
祝
い
し
ま
す
。
誕

生
日
の
子
ど
も
は
特
製
の
冠
を

被
り
、舞
台
の
上
に
上
が
り
ま
す
。

こ
の
冠
は
毎
年
、
教
師
が
案
を

出
し
合
っ
て
作
っ
た
も
の
で
、

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
大
好
評
。

こ
の
冠
を
大
切
に
袋
に
入
れ
て

持
ち
帰
る
子
や
、「
今
日
、
被
っ

て
帰
り
た
い
！
」と
言
っ
て
制
帽

の
上
か
ら
冠
を
被
せ
て
自
慢
気

に
降
園
し
て
い
く
子
も
い
る
ほ

ど
で
す
。ま
た
、誕
生
日
カ
ー
ド

に
は
、
手
型
と
、
同
じ
誕
生
月

の
友
達
と
一
緒
に
撮
っ
た
写
真

を
添
付
し
ま
す
。「
毎
年
、
先
生

か
ら
い
た
だ
く
誕
生
日
カ
ー
ド

を
宝
物
に
し
て
い
る
ん
で
す
よ
」

と
、
保
護
者
の
方
か
ら
も
嬉
し

い
お
言
葉
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

誕
生
日
の
季
節
に
合
わ
せ
て

マ
ス
コ
ッ
ト
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に

扮
し
た
先
生
が
登
場
し
、ゲ
ー

ム
や
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
楽
器

の
演
奏
を
し
た
り
と
賑
や
か
な

時
間
を
過
ご
す
一
方
、
園
長
先

生
の
素
話
の
時
に
は
、
一
転
し

て
静
か
な
時
間
が
流
れ
ま
す
。

誕
生
日
会
終
了
後
の
給
食
で
は

栄
養
士
さ
ん
お
手
製
の
手
作
り

ゼ
リ
ー
で
乾
杯
し
ま
す
。

　

誕
生
日
を
迎
え
て
嬉
し
さ
い
っ

ぱ
い
の
誕
生
児
と
、
友
達
を
祝

う
気
持
ち
が
一
体
と
な
り
、
笑

顔
が
あ
ふ
れ
る
誕
生
日
会
。
今

年
入
園
し
て
き
た
桜
組
さ
ん
も
、

こ
の
聖
徳
フ
ラ
ッ
シ
ュ
が
配
布

さ
れ
る
頃
に
は
お
友
達
の
名
前

も
覚
え
、
自
分
の
誕
生
日
を
楽

し
み
に
し
て
い
る
で
し
ょ
う
。

「
誕
生
日
は
、嬉
し
い
な
」

冠を被って舞台の上へ

聖
徳
学
園
八
王
子
中
央
幼
稚
園

　

三
月
初
旬
、近
所
の
食
品
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト「
ス
ー
パ
ー
ア

ル
プ
ス
」に
て
、
年
長
組
が
食

育
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
で
三
年
目
を
迎
え
る
食

育
体
験
で
は
、
管
理
栄
養
士
の

方
の
お
話
や
紙
芝
居
を
通
し
て
、

食
品
と
栄
養
に
つ
い
て
学
び
ま

す
。
園
児
た
ち
は
食
品
を
赤
・

黄
・
緑
の
三
色（
三
群
）に
分
け
、

食
べ
物
と
栄
養
の
働
き
に
つ
い

て
学
習
し
ま
す
。
赤
色
は
タ
ン

パ
ク
質（
肉
・
魚

な
ど
）、
黄
色
は

炭
水
化
物（
ご

は
ん
・
パ
ン
な

ど
）、
緑
色
は
ビ

タ
ミ
ン・
ミ
ネ

ラ
ル（
野
菜
・
果

物
な
ど
）
を
示

し
、
毎
回
の
食

事
で
三
つ
の
栄

養
素
を
揃
え
る

こ
と
で
バ
ラ
ン

ス
の
良
い
食
事

が
で
き
ま
す
。

　

栄
養
に
つ
い

て
知
識
を
つ
け

た
後
は
、グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
売
り
場
内
を
歩
き
、
提
示
さ

れ
た
お
題
に
沿
っ
て
カ
ー
ト
を

押
し
な
が
ら
野
菜
や
果
物
を
選

び
、
買
い
物
体
験
を
行
い
ま
す
。

ど
の
子
ど
も
も
、
目
を
輝
か
せ

て
大
喜
び
で
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ん
だ

子
ど
も
た
ち
は
、幼
稚
園
に
戻
っ

た
後
も
、
給
食
時
に
な
る
と
当

番
の
子
ど
も
が「
感
謝
の
気
持

ち
を
込
め
て
ご
挨
拶
を
し
ま

し
ょ
う
」と
周
囲
に
声
を
か
け

た
り
、メ
ニ
ュ
ー
を
見
て
食
品

分
類
を
行
っ
た
り
、「
先
生
、
挑

戦
し
ま
す
！
」と
宣
言
し
て
自

ら
苦
手
な
物
に
挑
む
姿
が
見
ら

れ
ま
す
。バ
ラ
ン
ス
良
く
食
べ

る
こ
と
の
大
切
さ
や
、
命
を
い

た
だ
く
こ
と
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
学
ぶ
食
育
体
験
は
、
通
常

の
保
育
と
は
ま
た
違
っ
た
分
野

で
の
成
長
に
つ
な
が
る
、
貴
重

な
時
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

食
育
体
験

― 

「
食
」に
つ
い
て
学
ぶ 

― 

自ら選んだ食材を手にレジへ 

附

属

小

学

校

附

属

小

学

校

明和班顔合わせ集会 1年生を迎える集会

脈
々
と
生
き
続
け
る
明
和
班
活
動
の
価
値

　

四
月
八
日（
金
）か
ら
の
二
泊

三
日
、
取
手
聖
徳
女
子
中
高
の

新
入
生
は
Ｓ
Ｆ
Ｃ（
聖
徳
フ
レ
ッ

シ
ュ
メ
ン
ズ
キ
ャ
ン
プ
）に
参

加
し
ま
し
た
。
四
月
か
ら
新
し

い
環
境
で
の
生
活
が
始
ま
っ
て

お
り
、
生
徒
た
ち
は
学
習
面
や

　

四
月
二
十
日（
水
）、
衆
議
院

議
員
で
あ
り
聖
徳
大
学
名
誉
学

長
も
務
め
る
野
田
聖
子
先
生
を

お
迎
え
し
、
女
性
キ
ャ
リ
ア
特

別
授
業
と
し
て
ご
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
「
低
迷
す
る
経
済
状
況
下
、

人
口
急
減
期
と
超
高
齢
化
を
迎

え
た
現
代
日
本
に
お
い
て
、
働

く
意
思
や
能
力
を
持
っ
た
女
性

が
一
生
懸
命
に
働
け
る
よ
う
な

社
会
へ
の
変
革
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
男
性
主
導
で

作
ら
れ
て
き
た
社
会
を
変
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

れ
ら
は
、
言
い
換
え
れ
ば
女
性

が
主
役
を
張
れ
る
社
会
の
到
来

人
間
関
係
で
不
安
を
持
ち
な
が

ら
生
活
し
て
い
ま
す
。
こ
の
不

安
を
取
り
除
く
の
が
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の

メ
イ
ン
テ
ー
マ
で
す
。

　

学
習
の
不
安
は
行
動
科
学
に

裏
付
け
ら
れ
た
学
習
習
慣
の
確

立
と
、独
自
の
復
習
方
法
に
よ
っ

を
意
味
し
て
お
り
、
若
い
女
性

で
あ
る
皆
さ
ん
に
は
チ
ャ
ン
ス

で
あ
る
」―
そ
う
し
た
お
話
と

と
も
に
、「
今
日
出
来
る
こ
と
は

先
延
ば
し
に
せ
ず
今
日
や
り
き

る
こ
と
」「
自
分
を
大
切
に
す
る

こ
と
」「
誰
か
に
依
存
し
て
生
き

る
の
で
は
な
く
、
自
分
の
力
で

自
分
の
人
生
を
守
れ
る
よ
う
に

な
る
こ
と
」と
、力
強
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

生
徒
か
ら
は
、「
こ
れ
か
ら
女

性
の
活
躍
の
場
や
可
能
性
が
広

が
り
、
日
本
の
経
済
に
も
影
響

を
与
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
う
考
え
る
と
、
私
た
ち
女
性

一
人
ひ
と
り
が
日
本
の
将
来
を

て
知
識
の
定
着
さ
せ
る「
取
手

聖
徳
の
メ
ソ
ッ
ド
」に
よ
っ
て
、

ま
た
人
間
関
係
の
不
安
は
構
成

的
グ
ル
ー
プ
エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー

を
取
り
入
れ
た
人
間
関
係
の
構

築
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
解

決
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
生

徒
た
ち
は
合
宿
の
中
で
し
っ
か

り
と
対
処
法
を
学
び
、
不
安
を

取
り
除
く
き
っ
か
け
作
り
が
で

き
た
よ
う
で
す
。

　

入
学
し
て
す
ぐ
の
宿
泊
学
習

で
し
た
が
、
生
徒
た
ち
は
多
く

の
こ
と
を
学
び
取
り
、
新
た
な

ス
タ
ー
ト
に
自
信
を
持
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
三
日
間
で
の
学
び

を
し
っ
か
り
と
意
識
し
、
こ
れ

か
ら
の
学
校
生
活
で
大
き
く
飛

躍
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

見
据
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。
私
自
身
も
、
よ
り
厳
し

く
な
る
か
も
し
れ
な
い
世
の
中

で
、
ど
れ
だ
け
自
分
の
力
を
引

き
出
せ
る
か
考
え
て
い
こ
う
と

思
っ
た
」な
ど
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

Ｓ
Ｆ
Ｃ（
聖
徳
フ
レ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ズ
キ
ャ
ン
プ
）

を
終
え
て

野
田 
聖
子 

先
生 

講
演
会

「
今
、思
う
こ
と
～
10
代
の
女
子
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～
」
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聖
徳
大
学
附
属
幼
稚
園

聖
徳
学
園
多
摩
中
央
幼
稚
園

　

多
摩
中
央
幼
稚
園
で
は
、
一

年
に
六
回
の
ペ
ー
ス
で
防
災
訓

練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

第
一
回
目
は
、
地
震
を
想
定

し
て
の
避
難
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。
年
少
組
に
と
っ
て
は
初
め

て
参
加
す
る
訓
練
と
な
り
ま
す
。

避
難
時
の
心
掛
け
を
表
し
た

「
お
か
し
も
ち
」の
約
束
や
、サ

イ
レ
ン
の
音
、
防
災
帽
子
な
ど
、

年
少
児
に
と
っ
て
は
初
め
て
見

る
・
聞
く
こ
と
ば
か
り
。
一
人

ひ
と
り
が
慣
れ
な
い
手
つ
き
で

防
災
帽
子
を
被
り
、
園
庭
に
避

難
し
ま
す
。
進
級
し
た
ば
か
り

の
年
中
組
は
新
し
い
保
育
室
か

ら
の
避
難
の
仕
方
を
、
年
長
組

は
二
階
か
ら
の
避
難
の
仕
方
を

教
わ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
指
定
の
場

所
へ
と
避
難
し
ま
す
。

　

今
回
は
園
児
の
み
を
対
象
と

し
た
訓
練
で
し
た
が
、
今
後
は

保
護
者
の
方
に
も
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
災
害
時
の
身
の
守
り

方
や
、
園
で
災
害
が
起
こ
っ
た

場
合
の
引
き
取
り
に
つ
い
て
学

ん
で
い
た
だ
く「
引
き
取
り
訓

練
」
の
実
施

を
予
定
し
て

い
ま
す
。ま
た
、

火
災
を
想
定

し
た
避
難
、

園
外
へ
の
避

難
、
自
由
遊

び
を
し
て
い

る
最
中
に
災

害
が
起
こ
っ

た
場
合
の
避

難
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
場

面
を
想
定
し

た
訓
練
も
計

画
し
て
い
ま

す
。

　

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い

災
害
時
に
、
自
分
の
身
は
自
分

で
守
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
が
そ
れ
ぞ
れ

の
目
標
を
持
ち
、
教
師
も
緊
張

感
を
持
ち
な
が
ら
訓
練
に
臨
ん

で
い
ま
す
。

　

浦
安
幼
稚
園
で
は
、
地
域
連

携
の
一
環
と
し
て
、
三
年
前
か

ら
浦
安
市
商
工
観
光
課
主
催
の

「
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
in
境
川
」に
て

行
わ
れ
る
、「
嫁
入
り
舟
」お
祝

い
の
人
文
字
ア
ー
ト
に
参
加
し

て
い
ま
す
。
今
年
も
入
園
・
進

級
し
て
わ
ず
か
一
カ
月
の
園
児

た
ち
百
五
十
名
と
教
職
員
十
二

名
、
総
勢
百
六
十
人
あ
ま
り
で

人
文
字
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

挑
戦
す
る
文
字
は
、
ひ
ら
が

な
の「
お
め
で
と
う
」。
直
線
で

表
現
で
き
る
カ
タ
カ
ナ
や
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
と
違
い
、ひ
ら
が
な

の
曲
線
を
表
現
す
る
の
は
大
変

難
し
く
、
園
庭
に「
お
め
で
と

う
」の
文
字
を
ラ
イ
ン
カ
ー
で
書

き
、
園
舎
の
四
階（
地
上
十
二

メ
ー
ト
ル
）の
屋
上
に
上
が
り
、

柵
の
外
側
に
身
体
を
乗
り
出
し

な
が
ら
指
示
し
、
写
真
を
撮
影

し
ま
す
。
身
体
が
ギ
ュ
ッ
と
す

く
む
高
さ
で
す
が
、
怖
が
っ
て

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
園
児
た
ち

の
集
中
で
き
る
時
間
は
短
い
の

で
、
素
早
く
的
確
な
指
示
を
出

さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

園
庭
に
出
た
と
た
ん
、
遊
ぼ

う
と
走
り
出
す
園
児
た
ち
。
教

師
が
追
い
か
け
て
文
字
の
所
に

並
ば
せ
る
と
ま
た
別
の
園
児
が

動
き
出
し
た
り
、
砂
遊
び
を
始

め
た
り
と
大
変
に
ぎ
や
か
な
状

況
で
し
た
が
、
苦
労
の
す
え
、

今
年
も
お
祝
い
人
文
字
を
作
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
人

文
字
は
大
型
シ
ー
ト
に
カ
ラ
ー

で
印
刷
さ
れ
、
浦
安
市
を
流
れ

る
境
川
の
江
川
橋
か
ら
し
お

か
ぜ
歩
道
橋
周
辺
の
川
岸
に

お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て

展
示
さ
れ
、
嫁
入
り
船
を
祝
福

し
ま
す
。

聖
徳
大
学
附
属
浦
安
幼
稚
園

人文字作りの様子

　

四
月
四
日（
月
）、
成
田
幼
稚

園
の
第
四
十
回
入
園
式
と
第

三
十
九
回
進
級
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
朝
か
ら
あ
い
に
く

の
雨
と
な
り
ま
し
た
。
午
前
に

行
わ
れ
た
入
園
式
で
は
、
不
安

そ
う
な
顔
で
保
護
者
の
方
と
手

を
つ
な
ぎ
、
新
入
園
児
が
登
園

し
て
き
ま
し
た
。
式
が
始
ま
っ

て
も
、
保
護
者
と
離
れ
ら
れ
ず

に
泣
い
て
い
る
園
児
も
見
ら
れ

ま
し
た
。ま
た
来
賓
の
方
の「
ご

入
園
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」の
言
葉
に「
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」と
真
似
を
し
な
が

ら
返
事
を
す
る
場
面
も
。
園
長

先
生
の
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
を
使
っ

た
お
話
が
始
ま
る
と
、
泣
い
て

い
た
幼
児
も
泣
き
止
み
、
じ
っ

と
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
の
進
級
式
で
は
雨
も
あ

が
り
、
緊
張
す
る
子
も
多
く
見

ら
れ
た
入
園
式
と
は
対
照
的
に
、

進
級
し
た
園
児
た
ち
は
笑
顔
で

登
園
し
て
き
ま
し
た
。
新
し
い

担
任
の
先
生
か
ら

ク
ラ
ス
バ
ッ
ジ
を

つ
け
て
も
ら
う
と
、

ニ
コ
ニ
コ
し
な
が

ら
新
し
い
学
年
の

保
育
室
へ
と
入
っ

て
い
き
ま
し
た
。

式
の
最
中
も
、
園

長
先
生
の「
心
の

話
」を
き
ち
ん
と

椅
子
に
座
っ
て
静

か
に
、
そ
し
て
真

剣
に
聞
い
て
い
た

進
級
児
の
姿
に
は

頼
も
し
さ
す
ら
感

じ
ら
れ
、
園
児
た

ち
の
成
長
が
う
か

が
え
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
、
成
田
幼
稚
園
の

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

園
児
た
ち
が「
い
つ
も
に
こ
に

こ
元
気
な
子
ど
も
」で
い
ら
れ

る
よ
う
、
保
育
し
て
ま
い
り
ま

す
。

聖
徳
大
学
附
属
成
田
幼
稚
園

　

入
園
、進
級
し
て
ち
ょ
う
ど
二

週
間
と
な
る
四
月
二
十
日（
水
）、

保
育
参
観
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

保
育
参
観
に
あ
た
っ
て
は
、

ま
ず
保
護
者
を
対
象
に
、ホ
ー

ル
に
て
園
長
先
生
よ
り
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。
話
を
静
か
に
聞

く
こ
と
の
大
切
さ
や
、
未
熟
な

園
児
が
増
え
て
い
る
こ
と
、
そ

し
て
今
日
の
保
育
に
つ
い
て
詳

し
く
説
明
を
行
い
、「
園
長
先
生

の
お
話
は
、た
め
に
な
り
ま
す
」

「
毎
回
、
と
て
も
楽
し
み
に
し

て
お
り
ま
す
」な
ど
、
参
加
さ

れ
た
方
か
ら
も
好
評
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

話
が
終
わ
る
と
、
い
よ
い
よ

保
育
参
観
が
始
ま
り
ま
す
。
普

段
の
幼
稚
園
は
先
生
と
園
児
だ

け
が
い
る
空
間
で
す
が
、
こ
の

日
は
い
つ
も
違
う
雰

囲
気
で
あ
る
事
を
感

じ
て
戸
惑
う
幼
児
も

お
り
、
い
つ
も
は
泣

か
な
い
園
児
が
お
母

様
の
足
元
か
ら
離
れ

ら
れ
ず
大
泣
き
し
た

り
、
逆
に
年
齢
の
高

い
五
歳
児
に
な
る
と
、

良
い
と
こ
ろ
を
見
せ

よ
う
と
張
り
切
る
子

も
い
ま
し
た
。

　

満
三
歳
児
パ
ン
ダ

組
は
ぬ
り
絵
遊
び
、

三
歳
児
桜
組
は
お
面

作
り
、
四
歳
児
梅
組

は
ホ
ー
ル
で
巧
技
台
や
マ
ッ
ト

ス
テ
ー
ジ
も
使
っ
て
サ
ー
キ
ッ

ト
遊
び
を
行
い
ま
し
た
。
五
歳

児
松
組
は
互
い
に
自
己
紹
介
を

行
っ
た
ほ
か
、
保
育
参
観
終
了

後
は
試
食
会
も
開
か
れ
、
親
子

で
給
食
を
食
べ
ま
し
た
。
ど
の

学
年
も
、
保
護
者
の
方
の
温
か

園長先生のお話

聖
徳
大
学
附
属
第
二
幼
稚
園

　

入
園
式
・
進
級
式
か
ら
十
日

経
ち
、
よ
う
や
く
幼
稚
園
生
活

に
慣
れ
て
き
た
四
月
十
九
日

（
火
）、「
な
ら
し
給
食
」を
実
施

し
ま
し
た
。
本
給
食
を
前
に
友

達
と
一
緒
に
食
べ
る
楽
し
さ
や

食
事
の
マ
ナ
ー
を
知
り
、
こ
れ

か
ら
の
給
食
へ
の
期
待
を
高
め

る
事
が
ね
ら
い
で
す
。

　

こ
の
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
ク

ラ
ッ
カ
ー
サ
ン
ド
。
食
事

の
前
は
手
を
洗
い
う
が

い
を
す
る
こ
と
、
落
ち
着

い
た
気
持
ち
で
椅
子
に

座
る
こ
と
、
手
を
合
わ
せ

て
感
謝
の
気
持
ち
を
込

め
て「
い
た
だ
き
ま
す
」

の
挨
拶
を
す
る
こ
と
な

ど
を
先
生
か
ら
教
わ
り

ま
し
た
。
進
級
園
児
に

と
っ
て
は
待
ち
遠
し
い

給
食
。「
早
く
給
食
が
始

ま
ら
な
い
か
な
…
」と
い

う
声
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら

か
ら
聞
か
れ
ま
し
た
。
入

園
し
た
ば
か
り
の
新
入

園
児
は
そ
れ
ぞ
れ
の
家

庭
に
よ
っ
て
食
習
慣
が
異
な
る

た
め
、
一
つ
ひ
と
つ
確
認
と
援

助
の
繰
り
返
し
で
す
。
椅
子
に

座
っ
て
い
る
事
も
ま
ま
な
ら
な

い
園
児
も
お
り
、
進
級
園
児
と

の
保
育
経
験
の
差
を
感
じ
る
場

面
も
あ
り
ま
し
た
。

　

幼
稚
園
の
給
食
は
、
保
護
者

の
方
か
ら
も
好
評
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。「
給
食
の
お
か
げ
で

好
き
嫌
い
を
克
服
し
、
食
べ
る

量
が
増
加
し
た
」な
ど
、
給
食

の
成
果
を
感
じ
る
声
や
、「
給
食

メ
ニ
ュ
ー
の
レ
シ
ピ
を
教
え
て

欲
し
い
」
と
い
う
栄
養
士
に

と
っ
て
嬉
し
い
要
望
も
。
今
年

度
も
、
楽
し
く
美
味
し
い
給
食

を
い
た
だ
き
、「
正
し
い
箸
使
い

達
成
度
一
〇
〇
％
」と
い
う
大

き
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
い

ま
す
。
家
庭
と
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
教
職
員
一
丸
と
な
り
、

心
身
と
も
に
健
康
で
た
く
ま
し

い
園
児
を
育
て
て
ま
い
り
ま
す
。

みんなで一緒に　いただきます

防災帽子を被って避難場所へ

「
待
ち
遠
し
い
給
食
」

な
ら
し
給
食

平
成
二
十
八
年
度
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

防
災
訓
練
を

行
い
ま
し
た

「
お
め
で
と
う
」の

人
文
字
ア
ー
ト

親
子
の
保
育
参
観

い
雰
囲
気
を
感
じ
な
が
ら
活
動

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

保
護
者
の
方
は
み
な
、
幼
稚

園
で
の
我
が
子
の
姿
を
笑
顔
で

見
守
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

今
後
も
親
子
と
も
に
笑
顔
が
あ

ふ
れ
る
、
明
る
い
幼
稚
園
作
り

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

先生方の演奏を真剣に聴く園児たち



第84号 （8）平成28年6月1日（水）

学園広報紙聖徳フラッシュをお読みいただきありがとうございます。
今後も内容の充実に努めてまいりますので、ぜひ皆さまのご意見・ご感想をお寄せください。

ご意見・ご感想の宛て先

〈郵送〉〒271-8555　千葉県松戸市岩瀬550　東京聖徳学園　「聖徳フラッシュ」係まで
〈インターネット〉https://www.seitoku.ac. jp /gakuen/ toiawase/frmpub

16.6.1 re（18,0）

〒108-0073　東京都港区三田3-4-28
TEL.03-5476-8811（代）

この印刷物は大豆油を主成分とした
環境にやさしいインクを使用しています。

聖徳フラッシュ　第84号
発行人／川並 弘純　　編集／総務課

読者の声

セイトクの派遣会社だから安心
派遣登録募集中！！ 幼稚園教諭、 保育士、 一般事務  お気軽にご連絡ください 

セイワコーポレーション
東京都港区虎ノ門 1-1-20 0120-525-126 般 13 - 300726

13-ユ-300913

 学生・教職員
５,8００円〜

 卒業生・家族・同伴者
８,6００円〜

〈ご利用料金〉

レンゲツツジの見ごろ 毎年6月中旬～7月上旬　お問合せ先：0263-54-2001

　諏訪湖から北へ約20kmに位置し、高ボッチ山（標高
1665メートル）のなだらかな傾斜に広がる高原です。北ア
ルプスや八ヶ岳、富士山、諏訪湖など、360度の景色を望む
絶景の地として有名で、6月中旬以降はレンゲツツジが
高原一面に見られ見事なお花畑の風景が楽しめます。

周辺観光地のご案内  高ボッチ高原レンゲツツジ

一般9,400円〜のところ
（1泊2食）

■ 聖徳大学附属小学校（共学） ●お問い合わせ：047-392-3111（代）

■ 聖徳大学幼児教育専門学校（女子） ●お問い合わせ：03-5476-8811（代）

■ 聖徳大学（女子）・聖徳大学短期大学部（女子） ●お問い合わせ：0120-66-5531（直通）

■ 通信教育部（大学院・大学・短期大学部 共学） ●お問い合わせ：047-365-1200（直通）

ショートキャンパスナイトキャンパスツアー
デイキャンパス

個別相談会

（授業見学会）

（体験学習編）

入試必勝講座

■ 聖徳大学附属取手聖徳女子中学校・高等学校 ●お問い合わせ：0297-83-8111（代）

■ 聖徳大学附属女子中学校・高等学校 ●お問い合わせ：0800-800-8442（入試広報室直通）

※詳細につきましては、各校にお問い合わせください。
学校説明会関係行事のご案内

全
体
会

分
科
会7月23日（土）SEITOKU夏期保育大学第49回 開催

平成28年7月23日（土） 10時〜
聖徳大学松戸キャンパス（松戸駅東口徒歩5分）
発達と保育と環境
一般：5,000円 本学卒業生：4,000円　在学生：2,500円
    　　（通信生含む）

　こどもの発達とその成育環境の関係性をお話ししま
す。中でも中枢神経の開発と園庭等のこどものあそび
環境における斜面、小山、ネットの存在は重要です。ま
た気づきの習慣も自然豊かな生活環境の中で育まれる
と考えます。こどもの身体性、社会性、感性、創造性、
挑戦性を育む環境を考えます。
講師プロフィール：工学博士。東京工業大学名誉教授。こども環境学会代表理事。
こどもの成育環境の研究に基づき、東京辰巳国際水泳場、茨城県自然博物館、愛知県
児童総合センター、ゆうゆうのもりこども園、新広島市民球場他を設計。著者は「子
どもとあそび」（岩波書店）他。

平成28年度 大学・短期大学部／後援会・保護者会 開催日程

　夏の伝統行事も今年で49回目を迎えます。今年は、環境建築家として子
ども向け建築を数多く手がけた仙田満先生に、こどもの発達とその成育環
境の関係性について、ご講演いただきます。また、保育や幼児教育に役立つ
14テーマの分科会をご用意いたしました。皆様のご参加を心よりお待ちい
たしております。

資料請求
・

お問い合わせ 

総合テーマに関連して

幼稚園の現場で…

保育所の現場で…

「子どもの発達と心理」

〒271-0092　千葉県松戸市松戸1169 聖徳大学生涯学習社会貢献センター1階　
 聖徳大学生涯学習課　Tel. 047-365-3601（直通） URL http: //www.seitoku. jp/soa/検索

▶6月19日［日］
10：30〜15：00

▶8月28日［日］
10：30〜15：00

▶6月18日［土］14：00〜 ▶7月23日［土］10：00〜

▶7月23日［土］14：00〜

▶8月6日［土］10：00〜

▶7月17日［日］
10：30〜15：00

▶6月18日［土］10：00〜

▶7月24日［日］10：00〜

▶6月4日［土］10：00〜

▶7月9日［土］10：00〜

▶8月6日［土］10：00〜 ▶8月21日［日］10：00〜

▶6月25日［土］10：00〜

▶9月19日［月・祝］
10：30〜15：00

▶7月31日［日］
10：30〜15：00

▶10月16日［日］
10：30〜14：00

▶8月11日［木・祝］
10：30〜15：00

▶11月27日［日］
10：30〜14：00

▶8月12日［金］
10：30〜15：00

大学（松戸キャンパス）説明会

中学校説明会 高等学校説明会（授業見学会） 高等学校（音楽科）説明会

学外実施説明会【個別相談】

▶7月18日［月・祝］ 9：30〜 ▶8月27日［土］ 9：30〜

学校説明会 わくわくオープンスクール

▶6月25日［土］ 9：30〜 ▶6月25日［土］ 9：30〜 ▶6月11日［土］ 9：30〜 ▶6月25日［土］ 9：30〜

▶6月19日［日］ 9：00〜12：00 ▶7月24日［日］ 9：00〜12：00（受付 8：30〜）▶8月21日［日］ 9：00〜12：00（受付 8：30〜）

▶6月12日［日］ 那覇：ホテルロイヤルオリオン
▶6月26日［日］ 盛岡：マリオス盛岡地域交流センター
▶6月26日［日］ 長野：JA長野県ビル
▶7月10日［日］ 秋田：秋田アトリオン
▶7月10日［日］ 郡山：郡山ビューホテルアネックス
▶7月18日［月・祝］ 鶴岡：東京第一ホテル鶴岡
▶7月18日［月・祝］ 富山：富山第一ホテル

▶6月26日［日］ 13：00〜15：30 ▶7月24日［日］ 13：00〜15：30

▶6月11日［土］ 14：00〜▶6月22日［水］ 18：30〜

▶6月26日［日］ 14：00〜

▶7月2日［土］ 14：00〜

つくば ▶7月2日［土］ 11：30〜14：30 イーアスつくば2階「イーアスホールA」
東京 ▶7月3日［日］ 12：00〜15：30 東京国際フォーラム ガラス棟6階「G602室」
大宮 ▶7月16日［土］ 12：00〜15：30 大宮ソニックシティ8階「805室」
横浜 ▶8月7日［日］ 12：00〜15：30 AP横浜駅西口 横浜 APビル4階「D会議室」

▶7月23日［土］ 金沢：金沢東急ホテル
▶7月24日［日］ 函館：函館国際ホテル
▶7月24日［日］ 新潟：ホテルオークラ新潟
▶7月26日［火］ 沼津：ホテル沼津キャッスル
▶8月2日［火］ 仙台：TKPガーデンシティ仙台（AER内）
▶8月4日［木］ 那覇：ホテルロイヤルオリオン

出張

出張

聖徳大学
松戸キャンパス

※通学課程と合同開催（日程は上記を参照ください）

☆学食無料体験あり
　　　（全日程）

予約不要　入退場自由

予約不要　入退場自由

入退場自由

要予約 要予約

※全て10：00〜15：00

発達と保育と環境講演 講師

10時20分
▼

11時50分

13時15分
▼

16時00分

仙田 満 先生

● 日　時 ：
● 場　所 ：
● テーマ ：
● 受講料 ：

保育の現場で役立つ、専門分野を深く掘り下げた分科会

保育との関連から考える生活・自然系の環境

気になる幼児の環境と指導

0・1・2歳児の発達と保育～小さな子どもとメディア～

思いやりの心を育てるには

環境と造形～つくりながら情報交換しましょう！～

遊びましょう！歌いましょう！ケアしましょう！

子どもの食と栄養

楽しいリトミックの指導法

運動あそびにおける環境構成の工夫

変わってきた「子どもの保健」

遊びと安全な環境

やってみたい、もっとやりたい環境の魅力を探る

0・1・2歳児の発達と保育～乳児保育における行事とは～

信頼関係を築くためのコミュニケーション力を磨こう

講師 櫻
さくら

井
い

 茂
しげる

 ／ 田
た

邉
なべ

 光
みつ

子
こ

講師 古
ふ る か わ

川 寿
と し

子
こ

 ／ 吉
よ し ざ わ

澤 尚
なお

子
こ

講師 深
ふ か

津
つ

 さよこ

講師 鈴
す ず

木
き

 由
ゆ み

美

講師 西
に し ぞ の

園 政
ま さ

史
し

講師 渡
わ た な べ

辺 明
あ き

子
こ

講師 祓
はらい

川
か わ

 摩
ま ゆ

有 ／ 小
お の

野 有
ゆ き

紀

講師 関
せ き ぐ ち

口 明
あ き

子
こ

講師 百
も も

瀬
せ

 定
さ だ

雄
お

 ／ 安
や す ひ ろ

広 美
み ち こ

智子

講師 小
お

櫃
び つ

 芳
よ し

江
え

 ／ 初
は つ し か

鹿 静
し ず

江
え

講師 原
は ら も と

本 憲
の り

子
こ

講師 近
ち か う ち

内 愛
あ い

子
こ

 ／ 寺
て ら

田
だ

 美
よし

子
こ

講師 岩
い わ さ き

崎 淳
じゅん

子
こ

 ／ 小
お

原
は ら

 貴
き え こ

恵子

講師 沢
さ わ ざ き

崎 真
ま

史
ふ み

①
分科会

③
分科会

⑤
分科会

⑦
分科会

⑨
分科会

⑪
分科会

⑬
分科会

⑩
分科会

⑫
分科会

⑭
分科会

美
術

音
楽

食
育

表
現

運
動

保
健

②
分科会

④
分科会

⑥
分科会

⑧
分科会

・ 6月18日（土） 13：00 北海道支部総会・保護者会 札幌グランドホテル
・ 9月4日（日） 10：30 東北（北）支部総会・保護者会 盛岡・ホテルニューカリーナ
・ 9月11日（日） 10：30 東北（南）支部総会・保護者会 郡山・ビューホテルアネックス
・ 10月2日（日） 10：30 静岡県支部総会・保護者会 静岡・ホテルアソシア静岡
・ 10月9日（日） 10：30 甲信地区支部総会・保護者会 長野・ホテル国際21
   茨城県支部総会・保護者会・ 10月16日（日） 10：30  聖徳大学松戸キャンパス
   東京地区支部総会・保護者会

・ 10月23日（日） 10：30 九州・沖縄地区支部総会・保護者会 那覇・ダブルツリーbyヒルトン那覇首里城
    （旧 ホテル日航那覇グランドキャッスル）

・ 10月30日（日） 10：30 新潟地区支部総会・保護者会 新潟・万代シルバーホテル
・ 11月20日（日） 10：30 北関東支部総会・保護者会 大宮・JA共済埼玉ビル
・ 11月27日（日） 10：30 千葉県支部総会・保護者会 聖徳大学松戸キャンパス

詳細はホームページでご確認ください。
山中湖ガーデンヴィラ 　　　　　

http : //www.yamanakako-garden. com
インターネット宿泊予約受付中

　山中湖は真夏も過ごしやすい日々が続きます。
湖畔でのアクティビティーに加え、サマーイベントも
盛り沢山。富士山登山にも最適です。避暑地の休日
をぜひ山中湖ガーデンヴィラでお過ごしください。

学園料金 1泊2食　大人6,750円〜
 （10名以上グループプランは6,250円～）

山梨県南都留郡山中湖村平野506
TEL.0555-62-3111

検 索 ▲
外観

山中湖ガーデンヴィラ
期間限定オープン

7／9〜10／1
のご宿泊まで

森と湖のヒーリングリゾート

長野県佐久市春日2258-1
信州佐久　春日温泉　自然体感リゾート

ご予約・お問い合わせ  電話：0267-52-2111
http ://www.kasuganomori.com/


